
1 科目の「数学Ⅰ・Ａ」「生物基礎・生物」「化学基礎・化学」「物理基礎・物理」「国語」
の順に1冊の問題冊子となっている。「数学Ⅰ・Ａ」は7ページあり，問題は6問で
ある。「生物基礎・生物」は23ページあり，問題は4問である。「化学基礎・化学」
は13ページあり，問題は4問である。「物理基礎・物理」は16ページあり，問題は
4問である。「国語」は22ページあり，問題は2問である。国語は最後尾にある。
問題冊子の白紙・空白の部分は計算・下書きに使用してよい。

2 科目の選択および解答方法は，下表のとおりである。

2教科型で受験す
る場合

・「数学Ⅰ・Ａ」「生物基礎・生物」「化学基礎・化学」「物理基
礎・物理」「国語」の中から1科目を選択する。
・解答用紙は1枚ある。
・試験時間は60分とする。
・2科目以上に答えることはできない。

3教科型で受験す
る場合

・「数学Ⅰ・Ａ」「生物基礎・生物」「化学基礎・化学」「物理基
礎・物理」「国語」の中から2科目を選択する。ただし理科
は1科目しか選択できない。

例）「数学Ⅰ・Ａ」と「生物基礎・生物」 〇
「数学Ⅰ・Ａ」と「国語」 〇
「化学基礎・化学」と「国語」 〇
「化学基礎・化学」と「物理基礎・物理」 ×

・解答用紙は2枚ある。1枚の解答用紙に解答するのは1科
目のみであり，必ず2枚使用すること。
・試験時間は120分とする。試験時間内に2科目とも答えな
さい。なお，時間配分は問わない。

リハビリテーション学部

2022年度一般選抜試験問題

選 択 問 題

注 意 事 項

注意事項の続きは本冊子の裏にあります



数 学Ⅰ・Ａ

（解答番号は 1 ～ 19 である）



� 次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 1 ～ 4 。

⑴ �2－�3＋�5�2＋�3＋�5 の分母を有理化すると 1 となる。

1 の解答群

ａ －�6＋�10 ｂ －�6－�10
2 ｃ －�6＋�10

2

ｄ －3�6－�15
6 ｅ －3�6＋�15

6

⑵ xを実数とする。命題「�x�＜2⇒ x2－（2k＋5）x＋ k2＋5k＜0」が真とな

るような定数 kの値の範囲は 2 である。

2 の解答群

ａ －3＜ k＜－2 ｂ －3≦ k≦－2 ｃ k＞－3

ｄ k≧－3 ｅ k＜－2

⑶ △ABCにおいて，a＝ BC，b＝ CA，c＝ AB とする。

a cos∠ACB＝ b＋ c cos∠BAC が成り立つとき，△ABCは 3 である。

3 の解答群

ａ ∠BAC＝90°の直角三角形 ｂ ∠ABC＝90°の直角三角形

ｃ a＝ b の二等辺三角形 ｄ b＝ c の二等辺三角形

ｅ c＝ a の二等辺三角形
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⑷ 次のデータは，ある市の10年間の雪が降った日数を，1年ごとに集計した結

果である。

4，21，12，x，23，18，9，16，16，8（単位は日）

このデータの中央値が14．5日のとき，分散は 4 である。

4 の解答群

ａ 23 ｂ 23．9 ｃ 32 ｄ 36 ｅ 44
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� 次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 5 ～ 7 。

mを定数とする。xの2次関数 y＝ x2＋2（ m－1）x－ m＋3のグラフを C と

する。

⑴ グラフ C の頂点の x座標が負，y座標が正であるような mの値の範囲は

5 である。

5 の解答群

ａ m＞1 ｂ m＞2 ｃ －1＜ m＜1

ｄ －1＜ m＜2 ｅ 1＜ m＜2

⑵ グラフ C と x軸の x＞1の部分が異なる2点で交わるような mの値の範囲は

6 である。

6 の解答群

ａ m＞－2 ｂ －2＜ m＜－1

ｃ －2＜ m＜0 ｄ －2＜ m＜0，2＜ m

ｅ －1＜ m＜0

⑶ グラフ C を y軸に関して対称に移動し，さらに x軸方向に2，y軸方向に－5

だけ平行移動させたグラフが，2次関数 y＝ x2－6x＋4のグラフと一致した。

このとき，m＝ 7 である。

7 の解答群

ａ －12 ｂ －1 ｃ 2 ｄ 4 ｅ 6
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� 次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 8 ～ 10 。

△ABCにおいて，∠BAC＝30°，AB＜ AC で，面積が2�3，外接円の半径が
2である。

⑴ 辺 BCの長さは 8 である。

8 の解答群

ａ 1
8 ｂ 1 ｃ 2 ｄ �3 ｅ 2�3

⑵ 辺 ABの長さは 9 であり，辺 ACの長さは 10 である。

9 の解答群

ａ 2 ｂ 2�3 ｃ 4 ｄ 4�2 ｅ �6
10 の解答群

ａ 2 ｂ 2�3 ｃ 4 ｄ 4�2 ｅ �6
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� 次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 11 ～ 13 。

箱 A と箱 Bがある。箱 A には，1と書かれた玉が2個と，2と書かれた玉が6

個，箱 Bには，1と書かれた玉が4個と，2と書かれた玉が2個入っている。

⑴ 箱 A から玉を1個取り出して箱 Bに入れ，よく混ぜてから，箱 Bから玉を1

個取り出して箱 A に入れるという試行を1回行う。

箱 A から1と書かれた玉が取り出されたときに，箱 Bから2と書かれた玉が

取り出される条件付き確率は 11 である。

また，試行を行ったあとの箱 A の中の玉に書かれた数の合計が，試行前の箱

A の中の玉に書かれた数の合計より大きくなる確率は 12 である。

11 の解答群

ａ 1
3 ｂ 1

4 ｃ 2
7 ｄ 3

7 ｅ 1
14

12 の解答群

ａ 1
3 ｂ 1

4 ｃ 2
7 ｄ 3

7 ｅ 1
14

⑵ 箱 A から同時に玉を2個取り出して箱 Bに入れ，よく混ぜてから，箱 Bから

同時に玉を2個取り出して箱 A に入れるという試行を1回行う。

このとき，試行を行ったあとの箱 A の中の玉に書かれた数の合計が，試行前

の箱 A の中の玉に書かれた数の合計より大きくなる確率は 13 である。

13 の解答群

ａ 1
16 ｂ 2

105 ｃ 3
112 ｄ 23

128 ｅ 25
784
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� 次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 14 ～ 16 。

1辺の長さが6の正六面体がある。この正六面体の各面である四角形の対角線の

交点を頂点とする，へこみのない多面体を X とする。

⑴ 多面体 X は 14 である。

14 の解答群

ａ 正四面体 ｂ 正六面体 ｃ 正四角錐

ｄ 正八面体 ｅ 正十二面体

⑵ 多面体 X の体積は 15 である。

15 の解答群

ａ 9�2 ｂ 18 ｃ 36 ｄ 72 ｅ 108

⑶ 多面体 X の表面積は 16 である。

16 の解答群

ａ 8�3 ｂ 9�3 ｃ 18 ｄ 18�3 ｅ 36�3
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� 次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 17 ～ 19 。

⑴ 自然数 nを5進法で表すと4桁の数22a4（5）となり，7進法で表すと3桁の数

64b（7）となる。このとき，a，bの値は 17 であり，自然数 nを10進法で

表すと， 18 である。

17 の解答群

ａ a＝2，b＝4 ｂ a＝2，b＝5 ｃ a＝3，b＝3

ｄ a＝4，b＝2 ｅ a＝4，b＝3

18 の解答群

ａ 74 ｂ 319 ｃ 324 ｄ 325 ｅ 1620

⑵ 189との最大公約数が21となる自然数のうち，1000以下であるものは全部で

19 個ある。

19 の解答群

ａ 5 ｂ 32 ｃ 33 ｄ 47 ｅ 48
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生物基礎・生物

（解答番号は 1 ～ 40 である）



� 次の各問いに答えなさい。

問1 真核細胞の細胞小器官に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 1

ａ 葉緑体は細胞内で分裂する。

ｂ 液胞には核の DNA とは異なる独自の DNA が存在する。

ｃ 液胞ではタンパク質の合成が行われる。

ｄ ミトコンドリアは活発に活動する細胞内には少ない。

ｅ ミトコンドリアはアントシアンを含んでいる。

問2 酵素に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 2

ａ 酵素は1回の反応ごとに消費されるため，細胞内では常に合成されている。

ｂ 酵素は化学反応を進行させ，酵素自体が反応の生成物となる。

ｃ 一度，化学反応を進行させた酵素は再利用される。

ｄ 酵素の本体は，核酸からなる。

ｅ 細胞外ではたらく酵素はない。

問3 ある生物にみられる体細胞の核内に存在する2本鎖 DNA の塩基の数の割合

を調べたところ，全塩基の30％がアデニンであった。この DNA の一方の鎖

では，シトシンが18％であった。このとき，もう片方の鎖のシトシンの数の

割合として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

3

ａ 12％ ｂ 22％ ｃ 30％ ｄ 40％ ｅ 60％
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問4 光合成に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 4

ａ エネルギーを放出して進行する反応で，炭水化物が合成される。

ｂ 光合成の過程では，硝酸が必要とされる。

ｃ 光合成の過程では，有機物と二酸化炭素が生じる。

ｄ 光合成の過程では，ATPが合成される反応がある。

ｅ 光合成の反応により，細胞内の有機物が減少する。

問5 ヒトの肝臓のはたらきに関する次の文章中の（ ア ）・（ イ ）に入る語の

組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

5

肝臓のはたらきの一つとして，「胆汁の生成」がある。胆汁は（ ア ）の分解

を助ける液体であり，（ イ ）に放出される。

ア イ

ａ 脂 肪 胃

ｂ 脂 肪 十二指腸

ｃ タンパク質 胃

ｄ タンパク質 十二指腸

ｅ グリコーゲン 胃
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問6 次の図1は，3種類のカニについて，体外の塩類濃度と体液の塩類濃度の関

係を示したグラフである。各グラフで示された塩類濃度の範囲外ではそれぞれ

のカニは生存できない。図1をもとに，これらのカニの体液の塩類濃度の調節

に関する記述として最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

ただし，各グラフの塩類濃度は，海水の塩類濃度を5としたときの相対値で示

している。 6

7
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チチュウカイミドリガニ
モクズガニ
ケアシガニ

図1

ａ 体外の塩類濃度が1のとき，3種類のカニはともに生存できる。

ｂ 体外の塩類濃度が2のとき，モクズガニは体液の塩類濃度を体外よりも低

く保つことができる。

ｃ 体外の塩類濃度が5のとき，ケアシガニは体液の塩類濃度を体外よりも高

く保つことができる。

ｄ モクズガニは，淡水でも海水でも体液の塩類濃度の調節を行わない。

ｅ チチュウカイミドリガニは，体外の塩類濃度が3．5未満になると体液の塩

類濃度の調節を行うようになる。
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問7 次の図2は，抗原 X，抗原 Y ともに侵入されたことのないマウスに抗原 X

を注射し，さらにその40日後に抗原 Xと抗原 Y を注射したときの血液中に含

まれる抗体量を示したグラフである。横軸の目盛りは初めに抗原 Xを注射し

てからの日数を示す。40日以降の抗原 Xに対する抗体量と，抗原 Y に対する

抗体量を示す曲線の組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 7
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【40日目まで】 【40日目に抗原 Xと抗原 Yを注射したとき】

図2

抗原 Xに対する抗体量 抗原 Y に対する抗体量

ａ （ア） （エ）

ｂ （イ） （ア）

ｃ （イ） （ウ）

ｄ （ウ） （ア）

ｅ （ウ） （エ）
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問8 次の図3は，世界のバイオームの分布を横軸に年平均気温を，縦軸に年降水

量をとって示したものである。世界のバイオームに関する記述として最も適当

なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

4000

2000

3000

1000

0
－10 0 10 20 30

年
降
水
量

年平均気温（℃）

ツンドラ 砂漠
ステップ

（mm）

サバンナ

雨緑樹林照葉樹林

夏緑樹林

針葉樹林

硬葉樹林 亜熱帯
多雨林

熱
帯
多
雨
林

図3

ａ 年平均気温が20℃を超えると，年降水量が1500mm近くあっても森林が

形成されず，草原になることがある。

ｂ 年平均気温が5℃以下では，年降水量が1000mm以下であっても森林が

形成されることがある。

ｃ 年平均気温が－5℃以下でも，森林が見られることがあり，ツンドラと呼

ばれる。

ｄ 温帯地域では，年降水量が減少するとともに森林からサバンナへ変わる。

ｅ 砂漠は，年降水量が1000mm以下，年平均気温が15℃以上でのみ見られ

る。
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問9 生態系における窒素循環に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 9

ａ 枯死体に含まれるタンパク質は，分解者のはたらきで硝酸イオンとなる。

ｂ 土壌中の硝酸イオンは，硝酸菌のはたらきでアンモニウムイオンとなる。

ｃ 土壌中の硝酸イオンは，硝酸菌のはたらきで亜硝酸イオンとなる。

ｄ 土壌中のアンモニウムイオンは，亜硝酸菌のはたらきで硝酸イオンとなる。

ｅ 土壌中のアンモニウムイオンは，亜硝酸菌のはたらきで亜硝酸イオンとな

る。

問10 生物濃縮を引き起こす物質に関する記述として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ 生体内でグルコースと結合する。

ｂ 体外に排出されやすいので，他の生物によく吸収される。

ｃ 人工的につくられた物質であり，生体内で利用される。

ｄ 生体内で分解されにくく，脂肪組織に蓄積しやすい。

ｅ 水に溶けやすく，体外から生物に影響を及ぼす。
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� 循環系とホルモンに関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ ヒトのように多細胞からなる動物の細胞は，からだや消化管の表面の細胞を除

くと，内部環境と呼ばれる体液に取り囲まれている。

脊椎動物の体液は ⑴血液・リンパ液・組織液に分けられる。血液は血管内を

流れており，リンパ液はリンパ管内を流れている。組織液は細胞と直接接してお

り，（ ア ）に由来する。血液は有形成分と液体成分に分けられ，有形成分は赤

血球・白血球・血小板に分けられる。

血液を循環させる心臓は，ヒトでは（ イ ）に自動的に興奮を繰り返す細胞集

団が存在する領域があり，そこを洞房結節という。

問1 文章中の（ ア ）に入る語として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 11

ａ 血しょう ｂ リンパ液 ｃ 原 尿

ｄ 細胞液 ｅ 細胞質基質

問2 文章中の（ イ ）に入る語として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 12

ａ 左心房 ｂ 右心房 ｃ 左心室

ｄ 右心室 ｅ 延 髄
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問3 下線部⑴について，ヒトの血液の有形成分について述べた文として最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 13

ａ 血球は脊髄の造血幹細胞からつくられる。

ｂ 赤血球は核をもつが，白血球は核をもたない。

ｃ 白血球はすべて食作用をもつ。

ｄ 血小板は直径2～4μmほどで血液凝固にはたらく。

ｅ リンパ球は，T 細胞と B細胞の2種類のみである。

問4 図1は，ヒトのヘモグロビンの酸素解離曲線で，二酸化炭素濃度（相対値）

が40と70のときの2種類の曲線を示している。以下の問いに答えなさい。
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20

200 40 60 80 100

酸
素
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
割
合

酸素濃度（相対値）
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図1
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⑴ 酸素濃度（相対値）は，肺胞が100，組織が30である。また，二酸化炭

素濃度（相対値）は，肺胞が40，組織が70である。肺胞の酸素ヘモグロビ

ンのうち，組織で酸素を解離したヘモグロビンの割合として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ 45％ ｂ 52％ ｃ 55％ ｄ 65％ ｅ 68％

⑵ ヘモグロビンは，1gあたり最大（100％）で1．4mL の酸素と結合する。

血液100mL 中に含まれるヘモグロビンが15gのとき，1L の血液が組

織に与えることができる酸素量（mL）として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 15

ａ 109mL ｂ 116mL ｃ 137mL

ｄ 143mL ｅ 210mL
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Ｂ 脊椎動物では，恒常性の維持にホルモンが重要なはたらきをしている。ホルモ

ンの分泌は，おもに間脳視床下部と ⑵脳下垂体によって調節されている。視床

下部は，体液濃度や ⑶血糖濃度を感知し，脳下垂体からのホルモンの分泌を調

節している。チロキシンの分泌の調節のしくみを次の図2に示す。

視床下部

脳下垂体前葉

甲状腺

標的器官

甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン

甲状腺刺激ホルモン

チロキシン

図2

問5 下線部⑵の脳下垂体からのホルモン分泌に関する記述として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ パラトルモンは，脳下垂体前葉から分泌される。

ｂ 鉱質コルチコイドは，脳下垂体後葉から分泌される。

ｃ 成長ホルモンは，視床下部で合成され，脳下垂体前葉から分泌される。

ｄ 脳下垂体前葉からのホルモンの分泌は，視床下部からの放出ホルモンや

放出抑制ホルモンによって調節される。

ｅ 脳下垂体後葉で副腎皮質刺激ホルモンが合成され，分泌される。
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問6 下線部⑶の血糖濃度の調節に関する記述として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ ヒトの血糖濃度は，約1％に保たれている。

ｂ インスリンは，肝臓でのグリコーゲンの分解を促進する。

ｃ アドレナリンは，肝臓でのグリコーゲンの合成を促進する。

ｄ 糖質コルチコイドは，タンパク質からのグルコースの合成を促進する。

ｅ グルカゴンは，肝臓でのグリコーゲンの合成を促進する。

問7 マウスに次のⅰ～ⅲの処置をした場合，図2を参考にして，甲状腺刺激ホ

ルモン放出ホルモンと甲状腺刺激ホルモンの分泌量の組合せとして最も適当

なものを，下のａ～ｅの中から一つずつ選びなさい。なお，減少には分泌量

が0（ゼロ）も含まれるものとする。

ⅰ マウスから甲状腺を摘出した場合 18

ⅱ マウスにチロキシンを注射した場合 19

ⅲ マウスから脳下垂体を摘出した場合 20

甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン 甲状腺刺激ホルモン

ａ 増加する 増加する

ｂ 増加する 減少する

ｃ 変化なし 増加する

ｄ 減少する 増加する

ｅ 減少する 減少する
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水酸化カリウム水溶液

着色液

装置１

蒸留水発芽しかけの種子

着色液

装置２

� 呼吸商と PCR 法に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ ある植物の種子の呼吸商を求める実験を行った。実験では，発芽しかけの種子

を同量入れた図1のような二つの装置を用意した。装置1では中央の容器に

⑴水酸化カリウム水溶液を，装置2では蒸留水を入れ，密閉して暗所に置いた。一

定時間経過した後に，着色液の移動距離を測定し，両装置内の気体の体積変化を

計測したところ，装置1では10mL の減少，装置2では3．0mL の減少が計測さ

れた。

問1 下線部⑴について，装置1に水酸化カリウム水溶液を入れた理由として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 21

ａ 酸素を装置内から除くため。

ｂ 酸素の装置内の濃度を大気中と等しく保つため。

ｃ 二酸化炭素を装置内から除くため。

ｄ 二酸化炭素の装置内の濃度を大気中と等しく保つため。

ｅ 種子の呼吸の活性を停止させるため。

図1
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問2 図1の装置1または装置2で計測された気体の体積変化量が示すものとし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つずつ選びなさい。

装置1 22 装置2 23

ａ 発芽種子が吸収した酸素量。

ｂ 発芽種子が放出した二酸化炭素量。

ｃ 発芽種子が吸収した二酸化炭素量。

ｄ 発芽種子が放出した酸素量と吸収した二酸化炭素量との差。

ｅ 発芽種子が吸収した酸素量と放出した二酸化炭素量との差。

問3 実験結果で得られた体積変化より，この植物の種子の呼吸商の値として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 24

ａ 0．30 ｂ 0．40 ｃ 0．70 ｄ 0．80 ｅ 1．0

問4 発芽しかけの種子の代わりに5％グルコース水溶液に酵母を入れたものを

用いて同様の実験を行ったところ，装置1では気体体積の減少，装置2では

装置1での減少量と等しい体積の増加が計測された。また，この反応で酵母

は90．0mgのグルコースを消費していた。このとき，酵母がアルコール発

酵で消費したグルコースの量（mg）として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 25

ａ 30．0mg ｂ 45．0mg ｃ 52．5mg

ｄ 67．5mg ｅ 80．0mg
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Ｂ 近年，DNA の構造や遺伝形質を発現させるしくみが解明され， ⑵DNA を切

断・結合する技術を利用して，新たな性質を生物に導入することができるように

なった。

DNA を用いた研究では，目的の遺伝子を単離し，増幅する必要がある。PCR

法では，増幅したい配列を含む微量の DNA（鋳型 DNA），4種類のヌクレオチド，

2種類のプライマー，DNA ポリメラーゼを混合して反応させる。図2に増幅し

たい配列を含む鋳型 DNA の塩基配列を示す。

増幅したい配列

3'－CTGGGGACCTGACCCAGCCGCAG…省略…TTGTGAACCAACACCTGTGCGGCT－5'

5'－GACCCCTGGACTGGGTCGGCGTC…省略…AACACTTGGTTGTGGACACGCCGA－3'

図2

PCR 法では次の⒜～⒞の反応を1サイクルとして何度も繰り返すことで，

DNA が増幅される。

⒜ DNA 溶液を約95℃で30秒間加熱し，鋳型となる2本鎖 DNA 間の ⑶弱い

結合を切り，DNA を1本鎖 DNA にする。

⒝ 次に，温度を約60℃にまで下げて，1本鎖 DNA に ⑷プライマーを結合さ

せる。

⒞ その後，温度を約72℃に変えて2分間保ち， ⑸DNA ポリメラーゼにより，

プライマーに続けて2本鎖 DNA を合成させる。

問5 下線部⑵の DNA を切断する酵素として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 26

ａ DNA リガーゼ ｂ カタラーゼ ｃ 制限酵素

ｄ 脱水素酵素 ｅ ヘリカーゼ
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問6 下線部⑶の結合の名称として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 27

ａ ペプチド結合 ｂ S－S結合 ｃ 固定結合

ｄ 水素結合 ｅ 共有結合

問7 下線部⑷で示したプライマーは，増幅したい DNA の塩基配列の両端と相

補的な2種類が必要である。図2に示した DNA の増幅に用いるプライマー

の塩基配列の組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 28

ａ 5’－GACCCAGCCG－3’ 5’－GTGTTGGTTC－3’

ｂ 5’－GACCCAGCCG－3’ 5’－CACAACCAAG－3’

ｃ 5’－CTGGGTCGGC－3’ 5’－GTGTTGGTTC－3’

ｄ 5’－CTGGGTCGGC－3’ 5’－CACAACCAAG－3’

ｅ 5’－CTGGGTCGGC－3’ 5’－GACCCAGCCG－3’

問8 下線部⑸について，⒞の過程で用いる酵素が単離された生物として最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 29

ａ 枯草菌 ｂ バクテリオファージ

ｃ 好気性細菌 ｄ シアノバクテリア ｅ 好熱菌

問9 ⒜～⒞の過程を10回繰り返したとすると，目的とする DNA 量は，もと

の DNA 量のおよそ何倍になるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 30

ａ 10倍 ｂ 100倍 ｃ 1，000倍

ｄ 10，000倍 ｅ 100，000倍
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� 動物の発生と植物ホルモンに関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ ウニの卵は等黄卵で，受精後， ⑴卵割が進むと，桑実胚，胞胚，原腸胚を経

て幼生となる。両生類の卵は端黄卵であり，受精後，卵割が進むと， ⑵胞胚，

原腸胚，神経胚，尾芽胚を経て幼生となる。一方，ショウジョウバエの卵は心黄

卵であり，その ⑶受精卵は表割を行い，多核となり胞胚を経て， ⑷体節が形成

される。

問1 下線部⑴の卵割と通常の体細胞分裂を比べた記述として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 31

ａ 卵割の方が細胞周期の長さが長い。

ｂ 卵割の細胞周期には，間期が全く存在しない。

ｃ 卵割では，DNA の複製が行われない。

ｄ 卵割では，中心体および紡錘体は形成されない。

ｅ 卵割で生じた細胞は成長せず，元の細胞に比べて小さくなる。

―16―



問2 下線部⑵の胞胚を，図1のように，A・B・Cに分け，次の二つの実験を

行った。以下の問いに答えなさい。

動物極

植物極

C

A

B B

胞胚腔

図1

実験1：Cだけを培養皿にとり，培養した。

実験2：A と Cを切り出して培養皿にとり，両者を密着させて培養した。

⑴ 実験1の結果，Cから分化すると考えられる組織，または器官として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 32

ａ 血 球 ｂ 脊 索 ｃ 表 皮 ｄ 肝 臓 ｅ 骨格筋
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⑵ 実験2の結果として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 33

ａ A と Cから筋肉が生じる。

ｂ A から筋肉が生じる。

ｃ Cから筋肉が生じる。

ｄ A から表皮のみが生じる。

ｅ Cから表皮のみが生じる。

問3 下線部⑶のショウジョウバエの受精卵の前後軸を決める母性因子に関する

次の文章中の（ ア ）・（ イ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 34

受精卵の前端には，（ ア ）mRNA が，後端には，（ イ ）mRNA が多

く分布し，受精後に翻訳されて前後に拡散し，濃度勾配を形成する。

ア イ

ａ アンテナペディア ビコイド

ｂ ナノス ビコイド

ｃ ナノス アンテナペディア

ｄ ビコイド ナノス

ｅ ビコイド アンテナペディア
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問4 下線部⑷が形成されるためには，特定の遺伝子群が順番にはたらく必要が

ある。図2に示したように，母性因子からギャップ遺伝子群，X，Y が順に

はたらいて体節が形成され，さらに Zがはたらくことで各体節の役割が決

定される。これら X～Zの遺伝子群の組合せとして最も適当なものを，下の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 35

母性因子 ギャップ遺伝子群

XYZ

図2

X Y Z

ａ ホメオティック ペアルール セグメントポラリティ

ｂ セグメントポラリティ ホメオティック ペアルール

ｃ セグメントポラリティ ペアルール ホメオティック

ｄ ペアルール ホメオティック セグメントポラリティ

ｅ ペアルール セグメントポラリティ ホメオティック
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Ｂ 植物によっては，種子の ⑸発芽条件として水分や温度，酸素以外に光を必要

とするものがある。

レタスの種子を25℃で培養すると，暗所ではほとんど発芽しないが，光を短

時間照射するとほとんどの種子が発芽するようになる。そこで，約50％の種子

が発芽できる状態にした種子に，同じ強さの異なる波長の光を照射して発芽率を

調べ，図3の結果を得た。

100

50

0
440 480 520 600 700 800

波長（nm）

発
芽
率（
％
）

図3

レタスの種子の光による発芽の調節には，光受容体のフィトクロムが関与して

いる。フィトクロムには Pr型と Pfr型がある。この Pr型と Pfr型は可逆的に変

化する。すなわち，660nmの波長の光を照射すると Pr型は Pfr型に変化し，

730nmの波長の光を照射すると Pfr型は Pr型に変化する。
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問5 下線部⑸について，種子の発芽の促進に関する記述として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 36

ａ 胚で合成されたアブシシン酸が発芽を促進する。

ｂ 種皮で合成されたアブシシン酸が発芽を促進する。

ｃ 胚で合成されたジベレリンが発芽を促進する。

ｄ 胚乳で合成されたジベレリンが発芽を促進する。

ｅ 種皮で合成されたジベレリンが発芽を促進する。

問6 図3の結果から，光には波長によって発芽を誘導する効果と抑制する効果

があることがわかる。発芽抑制に最も効果的な波長域として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 37

ａ 300～400nm ｂ 400～500nm ｃ 500～600nm

ｄ 600～700nm ｅ 700～800nm
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問7 次の文章中の（ ウ ）・（ エ ）に入る数値の組合せとして最も適当なも

のを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 38

図3の結果を得たものと同種のレタスの種子に，660nmの波長の光を照

射し，その直後に730nmの光を照射したときの発芽率はほぼ（ ウ ）にな

ると考えられる。また，同種の別のレタスの種子に，660nmの波長の光を

照射し，その直後に730nmの光を，さらにその直後に660nmの波長の光

を，再び照射すると，発芽率はほぼ（ エ ）になると考えられる。なお，照

射した660nm，730nmの波長の光はともに，図3の結果を得たときと同じ

強さで照射したものとする。

ウ エ

ａ 0％ 0％

ｂ 0％ 100％

ｃ 50％ 50％

ｄ 100％ 0％

ｅ 100％ 100％
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問8 フィトクロムに660nmの波長の光または730nmの波長の光を照射し，

細胞内のフィトクロムの分布を調べたところ，660nmの波長の光を照射し

たときには，フィトクロムは核内に存在し，730nmの波長の光を照射した

ときには，ほとんどが細胞質基質に存在していた。フィトクロムのはたらき

として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 39

ａ Pr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を促進する。

ｂ Pr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を抑制する。

ｃ Pfr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を促進する。

ｄ Pfr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を抑制する。

ｅ Pfr型は核内に移動すると分解される。

問9 植物の光受容体であるフォトトロピンに関する記述として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 40

ａ 赤色光を受容する。

ｂ 緑色光を受容する。

ｃ 離層形成を促進する。

ｄ 気孔開口を促進する。

ｅ 花芽形成を促進する。
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化学基礎・化学

（解答番号は 1 ～ 25 である）

注意 解答に必要な場合には，次の値を用いなさい。

原子量 H＝1．0 C＝12 N＝14 O＝16

Na＝23 Cl＝35 Cu＝64



� 次の問い（問1～7）に答えなさい。

問1 次の図は塩化ナトリウム水溶液を蒸留するための装置である。この図に関す

る記述ア～オのうち，誤っているものの数として，最も適当なものを，下の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 1

沸騰石

ゴム栓

温度計
スタンド

ゴム栓

冷却水

冷却水

ゴム栓

ア 温度計を図の位置にする。

イ 枝付きフラスコ内の液量は図のようにする。

ウ 枝付きフラスコ内の水溶液に沸騰石を入れる。

エ 冷却水は図の矢印の向きに流す。

オ 三角フラスコの口にはゴム栓をする。

ａ 1つ ｂ 2つ ｃ 3つ ｄ 4つ ｅ 5つ
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問2 次の文中の ア ， イ に入る語句の組み合わせとして最も適当

なものを，下のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 2

炭素の放射性同位体である ア は，壊変するときに イ を放出

する。

ア イ

ａ 13C α線

ｂ 13C β線（電子）

ｃ 14C α線

ｄ 14C β線（電子）

問3 次のグラフのア・イの縦軸が表しているものの組み合わせとして，最も適当

なものを，下のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 3

1 5 10 15 18
原子番号

ア

1 5 10
0 0

15 18
原子番号

大

イ

大

ア イ

ａ イオン化エネルギー 最外殻電子の数

ｂ イオン化エネルギー 価電子の数

ｃ 電子親和力 最外殻電子の数

ｄ 電子親和力 価電子の数
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問4 すべての金属のうち電気伝導性が最大の金属として，最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 4

ａ 金 ｂ 銅 ｃ アルミニウム

ｄ 鉄 ｅ 銀

問5 非共有電子対の数が最も多い分子として，最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 5

ａ エチレン ｂ アンモニア ｃ フッ化水素

ｄ 過酸化水素 ｅ 硫化水素

問6 化学結合と物質に関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 6

ａ 金属が金属光沢をもっているのは，自由電子が存在するからである。

ｂ イオン結晶の固体は，融解すると電気を通すようになる。

ｃ 共有結合のみでできた物質は，分子式で表す。

ｄ 分子結晶の物質には，昇華しやすいものがある。

ｅ 金属を化学式で表すときは，組成式を用いる。
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問7 次の⑴～⑶の記述のうち正しいものをすべて選んだ組み合わせとして最も適

当なものを，下のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 7

⑴ ナトリウムイオンとフッ化物イオンではフッ化物イオンの方が，イオン半

径が大きい。

⑵ カリウムイオンとカルシウムイオンではカリウムイオンの方が，イオン半

径が大きい。

⑶ マグネシウム原子とアルミニウム原子ではマグネシウム原子の方が，原子

半径が大きい。

ａ ⑴と⑵ ｂ ⑴と⑶ ｃ ⑵と⑶ ｄ ⑴と⑵と⑶
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� 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ メタン CH4とエタン C2H6の混合気体が0℃，1．013×105Paで8．4L ある。

この混合気体に十分な酸素を加えて完全に燃焼させたところ，0℃，

1．013×105Paで11．2L の二酸化炭素と，液体の水が生成した。

これに関する次の問1～3に答えなさい。ただし，0℃，1．013×105Paでの

気体のモル体積は22．4L／molとする。

問1 混合気体中のメタンの質量は何 gか。最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 8

ａ 1．0g ｂ 2．0g ｃ 3．0g ｄ 4．0g ｅ 5．0g

問2 混合気体の燃焼で生じた水の質量は何 gか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 9

ａ 4．5g ｂ 6．8g ｃ 9．0g ｄ 14g ｅ 16g

問3 燃焼前の混合気体の平均分子量として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 10

ａ 19 ｂ 21 ｃ 23 ｄ 25 ｅ 27
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Ｂ 5種類の金属の単体 A～Eについて次の実験結果が得られた。

⑴ A だけが常温の水と反応した。

⑵ Bだけが熱濃硫酸と反応しなかったが，王水とは反応した。

⑶ Cは希塩酸と反応して水素が発生した。

⑷ Dの硝酸塩の水溶液に Eを入れたら，Eの表面に Dが析出した。

⑸ Eは希塩酸と反応しなかったが，濃硝酸とは反応した。

これらに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 下線部の王水の説明として，最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 11

ａ 濃硫酸と濃塩酸を体積比1：1で混合した溶液

ｂ 濃硫酸と濃塩酸を体積比1：3で混合した溶液

ｃ 濃硝酸と濃塩酸を体積比1：1で混合した溶液

ｄ 濃硝酸と濃塩酸を体積比1：3で混合した溶液

ｅ 濃硝酸と濃硫酸を体積比1：1で混合した溶液

問2 A～Eをイオン化傾向の大きい順に並べたものとして，最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ A＞C＞D＞E＞B ｂ A＞C＞E＞D＞B ｃ B＞D＞E＞C＞A

ｄ C＞A＞D＞E＞B ｅ C＞D＞B＞E＞A
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問3 A～Eのいずれかは銅であることがわかった。銅は希硝酸と次式のように

反応して気体を発生する。銅0．90gが完全に反応したときに発生する気体

の体積は，0℃，1．013×105Paで何 L か。最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 13

3Cu ＋8HNO3 →3Cu（NO3）2 ＋4H2O ＋2NO

ａ 0．11L ｂ 0．16L ｃ 0．21L ｄ 0．32L ｅ 0．63L
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� 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ リンは天然にはリン灰石などの鉱物に含まれて存在している。また動植物の体

内にも核酸などの化合物に含まれており，生命活動には欠かせない物質である。

リンの単体には赤リンや⑴黄リンなどの同素体が存在する。また，リンの化合物

には十酸化四リンや⑵リン酸がある。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 文中の下線部⑴の黄リンの分子式として，最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 14

ａ P2 ｂ P3 ｃ P4 ｄ P5 ｅ P8

問2 黄リンや赤リンに関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 15

ａ 黄リンは水中に保存する。

ｂ 赤リンは二硫化炭素に溶けない。

ｃ 黄リンは毒性が強い。

ｄ 赤リンはマッチ棒の頭の丸い部分に使用されている。

ｅ 黄リンは空気中で自然発火する。

― 8 ―



問3 文中の下線部⑵のリン酸に関する記述として誤っているものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ リン酸は無色の結晶で潮解性がある。

ｂ 十酸化四リンを水に溶かして加熱するとリン酸が得られる。

ｃ リン酸は水に溶けて中程度の強さの酸性を示す。

ｄ リン酸は三価の酸である。

ｅ リン酸と硫酸カルシウムの混合物が過リン酸石灰である。
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Ｂ ナトリウムの化合物に炭酸ナトリウムがある。炭酸ナトリウムは工業的にはア

ンモニアソーダ法（ソルベー法）でつくられている。アンモニアソーダ法では塩化

ナトリウムの飽和水溶液にアンモニアを十分に吸収させて，二酸化炭素を吹き込

み，比較的水に溶けにくい⑴炭酸水素ナトリウムを沈殿させる。この炭酸水素ナ

トリウムを焼いて⑵炭酸ナトリウムを製造している。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 文中の下線部⑴の炭酸水素ナトリウムの用途として，最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ 胃 薬 ｂ 乾燥剤 ｃ 農 薬 ｄ 発熱剤 ｅ 消炎剤

問2 炭酸ナトリウム5．3kgをつくるのには，質量パーセント濃度が26％の飽

和塩化ナトリウム水溶液が理論上何 kg必要か。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 18

ａ 12kg ｂ 15kg ｃ 18kg ｄ 22kg ｅ 30kg

問3 下線部⑵の炭酸ナトリウムには十水和物がある。炭酸ナトリウム十水和物

の結晶を乾いた空気中に放置したところ，風解が完全に進み，炭酸ナトリウ

ム一水和物となった。もとの炭酸ナトリウム十水和物の質量から何％減少し

たか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ 31％ ｂ 38％ ｃ 44％ ｄ 50％ ｅ 57％
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� 次の文章を読み，下の問い（問1～6）に答えなさい。

ベンゼンの水素原子が1個のニトロ基で置換された物質がニトロベンゼンである。

このニトロベンゼンに濃塩酸とスズを加えて反応させるとアニリン塩酸塩ができる。

生成したアニリン塩酸塩に水酸化ナトリウム水溶液を加えるとアニリンが遊離する。

アニリンに無水酢酸を加えるか，酢酸を加えて加熱するとアセトアニリドができ

る。アセトアニリドは白色の固体で，かつては ア として用いられていた。

アニリンに希塩酸を加え， イ を加えて反応させると，

塩化ベンゼンジアゾニウムができる。塩化ベンゼンジアゾニウムの水溶液に2 ナ

フトールを溶かした水酸化ナトリウム水溶液を加えると，アゾ化合物の1 フェニ

ルアゾ 2 ナフトールが生成する。このアゾ化合物は染料に利用されている。

問1 アニリンをさらし粉の水溶液に加えた。このとき見られる呈色反応の色とし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 20

ａ 黄 色 ｂ 黒 色 ｃ 白 色 ｄ 赤紫色 ｅ 橙 色

問2 文中の ア に入る語句として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 21

ａ 殺菌剤 ｂ 漂白剤 ｃ 防腐剤

ｄ 酸化防止剤 ｅ 解熱剤

問3 2．0gのアニリンから生成するアセトアニリドは理論上何 gか。最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 22

ａ 2．6g ｂ 2．7g ｃ 2．8g ｄ 2．9g ｅ 3．0g
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問4 文中の イ に入る記述として最も適当なものを，次

のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 23

ａ 氷冷下で亜硝酸ナトリウム水溶液

ｂ 氷冷下で硝酸ナトリウム水溶液

ｃ 常温で亜硝酸ナトリウム水溶液

ｄ 常温で硝酸ナトリウム水溶液

問5 文中の下線部の1 フェニルアゾ 2 ナフトールの構造式として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 24

a bOH

N=N N=N OH

OH

c dHO OH

N=N

e

N=N

N=N
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問6 次の構造式のアゾ化合物は，中和滴定の指示薬として用いられている物質で

ある。この物質を水に溶解した後，pHを2に調整した水溶液の色と，pHを

11に調整した水溶液の色の組み合わせとして最も適当なものを，次のａ～ｄ

の中から一つ選びなさい。 25

N=N SO3Na（CH3）2N

pH＝2の水溶液 pH＝11の水溶液

ａ 赤 色 黄 色

ｂ 黄 色 赤 色

ｃ 無 色 赤 色

ｄ 赤 色 無 色
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物理基礎・物理

（解答番号は 1 ～ 22 である）



� 次の問い（問1～4）に答えなさい。

問1 x軸上の原点 x＝0m で静止していた小物体が，時刻 t＝0s から運動を

はじめた。次の図はこの小物体の時刻 t〔s〕での加速度 a〔m／s2〕を表すグラ

フである。x軸の正の向きを加速度 aの正の向きとする。時刻4．0sでの小物

体の位置 x〔m〕として最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 1 m

t〔s〕

2.0

1.0

O

－1.0

－2.0

1.0 2.0 3.0 4.0

a〔m/s2〕

ａ 0 ｂ 2．0 ｃ 4．0 ｄ 6．0 ｅ 8．0

問2 周囲を断熱材で囲んだ容器に質量80gの水を入れると，全体の温度が20℃

になった。この容器にさらに温度50℃，質量50gの水を入れてしばらくする

と全体の温度が30℃になった。容器の熱容量は何 J／K か。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，水の比熱（比熱容量）を

4．2J／（g・K）とし，熱は容器と水の間だけでやりとりされるものとする。

2 J／K

ａ 62 ｂ 65 ｃ 75 ｄ 84 ｅ 94
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問3 次の図のように，振動数 f のおんさに弦の一端を取り付け，滑車に通して他

端におもりをつるした。おんさから滑車までの距離を Lにして，おんさを振

動させると弦が共鳴して腹が2つの定常波ができた。次に，距離 Lは同じに

したまま，おもりの質量を少しずつ大きくしていくと，一旦共鳴しなくなった

後，再び共鳴した。このとき，弦を伝わる波の速さはどう表されるか。最も適

当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，弦を伝わる波の速

さは，弦の張力の大きさが大きくなるほど速くなる。 3

おんさ
L

f 滑車

おもり

ａ 2
3 f L ｂ f L ｃ 4

3 f L ｄ 3
2 f L ｅ 2f L
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問4 次の図のような，抵抗値4．0Ω，3．0Ω，6．0Ωの抵抗 R1，R2，R3に，電圧

が9．0V の内部抵抗が無視できる直流電源 Eを接続した電気回路がある。抵

抗 R2を流れる電流の大きさとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 4 〔A〕

R2

R3

R1

E

ａ 0．25 ｂ 0．50 ｃ 1．0 ｄ 1．5 ｅ 2．0
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次頁につづく
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� 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，天井からつるした軽くてなめらかな滑車に軽い糸をかけ，糸の

一方に質量 mの小球 A を取り付け，他方にそれぞれ質量 mの小球 Bと小球 C

を取り付ける。小球 Bと小球 Cの間の糸の長さを hとする。はじめ，小球 A と

小球 Cの水平な床面からの高さがそれぞれ hになるように，また，滑車と小球

の間の糸が鉛直になるように小球 A を手で支える。小球 A を静かにはなすと小

球 A は大きさ aの加速度で上昇をはじめた。糸は軽くて伸びず，小球 Cや小球

Bは床面に到達したとき，はねかえらないものとする。重力加速度の大きさを g

とする。

h

h

A

B

C

図1

― 5 ―



問1 小球 Cが床面に到達するまでの運動で，小球 A の加速度の大きさ aはい

くらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 5

ａ 1
4 g ｂ 1

3 g ｃ 1
2 g ｄ 2

3 g ｅ g

問2 小球 Cが床面に到達するまでの運動で，小球 Bと小球 Cの間の糸の張力

の大きさは mと aと gを用いてどのように表されるか。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 6

ａ m（g－a） ｂ m（g＋a） ｃ m（2g－a）

ｄ m（2g＋a） ｅ m（g＋2a）

問3 小球 Bが床面に到達後，小球 A はさらに上昇する。小球 A の到達する最

高点の床面からの高さはいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 7

ａ 4
3 h ｂ 7

3 h ｃ 8
3 h ｄ 10

3 h ｅ 11
3 h
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Ｂ 図2のように，水平面となす角 θのあらい斜面上の点 Pに質量 mの小物体を

置き，斜面に沿って上向きに大きさ v0の初速度を与えると，小物体は斜面上の

点 Qまで上昇して引き返した。PQ間の距離を l，小物体と斜面の間の静止摩擦

係数を μ，動摩擦係数を μ′，重力加速度の大きさを gとする。

θ

v0

l
P

Q

図2

問4 点 Pから点 Qまで，動摩擦力が小物体にした仕事はいくらか。最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ａ －μ′mgl ｂ －μ′mgl sinθ ｃ －μ′mgl cosθ

ｄ － μ′mgl
sinθ

ｅ － μ′mgl
cosθ

問5 小物体が点 Qまで上昇した後，静止しつづけることなく引き返すための

条件として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

9

ａ tanθ＞μ ｂ tanθ＞ 1
μ

ｃ tanθ＞1

ｄ cosθ＜μ ｅ cosθ＜ 1
μ
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問6 PQ間の距離 lは v0，g，μ′，θを用いてどのように表されるか。最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ v0
2

2g（sinθ＋μ′cosθ） ｂ v0
2

2g（sinθ－μ′cosθ）

ｃ v0
2

g（sinθ＋μ′cosθ） ｄ v0
2

g（sinθ－μ′cosθ）

ｅ 2v0
2

g（sinθ－μ′cosθ）
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� 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，水平面となす角度が45°のなめらかな斜面上の点 Pの真上で点

Pから高さ hの点 Oから，質量 mの小球を静かに落下させると，小球は点 Pで

弾性衝突をしてはね返り，斜面上の点 Qで2回目の衝突をした。点 Pに衝突す

る直前の小球の速さを v0とし，重力加速度の大きさを gとする。

45°

m

v0

h

P

O

Q

図1

問1 hは v0，gを用いてどのように表されるか。最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 11

ａ v0
2g

ｂ v0
g

ｃ v0
2

2g
ｄ v0

2

g
ｅ 2v0

2

g
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問2 点 Pでの衝突で斜面が小球から受けた力積の大きさは m，v0を用いてど

のように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 12

ａ mv0
2 ｂ �2mv0

2 ｃ mv0 ｄ �2mv0 ｅ 2mv0

問3 PQ間の距離はいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 13

ａ h ｂ �2h ｃ 2�2h ｄ 4h ｅ 4�2h
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Ｂ 図2のように，水平でなめらかな床面上に一端を固定したばね定数 kの軽いば

ねを置き，ばねの他端に質量 mの小球 A を取り付ける。このとき，ばねは自然

の長さである。質量が同じ mの小球 Bを小球 A に接触させて置き，小球 A に力

を加えてばねを自然の長さから距離 dだけ縮めて静かにはなすと，ばねが自然

の長さになったときに小球 A の速さが vになり，小球 Bと衝突した。小球 A と

Bの間の反発係数（はねかえり係数）を eとし，運動は一直線上で起こるものとす

る。

k

v

A B

図2

問4 ばねを縮めた距離 dは k，m，vを用いてどのように表されるか。最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ v� m
2k

ｂ v� m
k

ｃ v�2m
k

ｄ mv2

2k
ｅ mv2

k

問5 小球 A をはなしてから小球 Bに衝突するまでの時間は k，mを用いてど

のように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 15

ａ π

4 � k
m

ｂ π

2 � k
m

ｃ π� k
m

ｄ π

4 � m
k

ｅ π

2 � m
k

問6 衝突直後の小球 Bの速さは e，vを用いてどのように表されるか。最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ ev ｂ 1－e
2 v ｃ 1＋e

2 v ｄ （1－e）v ｅ （1＋e）v
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� 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，一直線の道路上を振動数 f0の警笛音を出しながら一定の速さ v

で近づいてきた自動車が，道路の真横で静止している観測者を通り過ぎ，遠ざ

かった。音速を V とし，風は吹いていないものとする。

v
f0 観測者

v

図1

問1 自動車が観測者に近づくとき，観測者が聞く音の振動数を表す式として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ V
V－v

f0 ｂ V
V＋v

f0 ｃ V－v
V

f0 ｄ V＋v
V

f0 ｅ V＋v
V－v

f0

問2 自動車が観測者に近づくとき，自動車から観測者に向かう音波の波長を表

す式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

18

ａ V
f0

ｂ V－v
f0

ｃ V＋v
f0

ｄ V2

（V－v）f0
ｅ V2

（V＋v）f0

―13―



問3 自動車が近づくとき観測者が聞いた音の振動数は900Hzであり，遠ざか

るとき観測者が聞いた音の振動数は800Hzであった。音速を340m／sとす

ると，自動車が進む速さは何m／sであったか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ 5．0 ｂ 10 ｃ 15 ｄ 20 ｅ 25

―14―



Ｂ 図2のように，真空中に直交する x軸と y軸をとる。x軸上の点 A（a，0），点

B（－a，0）に，それぞれ電気量 Q（Q＞0）の点電荷を固定する。真空中でのクー

ロンの法則の比例定数を kとし，無限遠における電位を0とする。

x

y

A（a, 0）B（－a, 0）

C（0，3 a）

O

図2

y軸上の点 C（0，�3a）での，点 A の点電荷による電場（電界）の強さは

ア である。したがって，点 A と点 Bの点電荷による点 Cでの電場の強

さは イ である。また，このとき，点 Cにおける電位は ウ であ

る。

問4 空欄 ア に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 20

ａ kQ
4a

ｂ kQ
2a

ｃ kQ
4a2

ｄ kQ
3a2

ｅ kQ
2a2
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問5 空欄 イ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 21

ａ �3kQ
4a

ｂ kQ
2a

ｃ �3kQ
8a2

ｄ �3kQ
4a2

ｅ kQ
2a2

問6 空欄 ウ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 22

ａ kQ
2a

ｂ kQ
a

ｃ �3kQ
a

ｄ kQ
4a2

ｅ kQ
2a2
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（解答番号は 1 ～ 19 である）

国 語



�
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

で
ん
ぱ

菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
伝
播
は
人
と
人
と
の
接
触
に
よ
っ
て
起
き
る
が
、
経
済
発
展
に
伴
う
都
市
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
そ
の
機
会
を
飛
躍
的
に
増
大
さ

せ
、
地
球
全
体
に
広
が
っ
た
格
好
の
（
ア
）バ

イ
ヨ
ウ
地
を
そ
れ
ら
に
与
え
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
病
原
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
変
異
、
強
毒
化
も
、
感
染
の

こ
う
し
ん

機
会
を
増
や
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
活
動
の
亢
進
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
人
類
の
経
済
活
動
の
拡
大
の
結
果
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
人
間
の
活
動
と
自
然
と
の
均
衡
の
破
れ
か
ら
生
じ
る
環
境
危
機
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
戦
後
最
大
の
危
機
」は
、
新
し
い
ウ
ィ
ル
ス
の
出
現
だ
け
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
現
存
す
る
唯
一
の
ホ
モ
属
で
あ
り「
知
的

生
命
」で
あ
る
現
生
人
類（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）は
、
生
物
的
に
は
同
一
の
種
で
遺
伝
子
的
に
は
ほ
と
ん
ど
進
化
し
て
い
な
い
が
、
社

会
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
い
セ
イ
（
イ
）コ

ウ
を
収
め
た
動
物
で
あ
る
。
現
生
人
類
の
社
会
の
適
応
力
は
、
以
下
の
二
点
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

①
社
会
制
度
の
柔
軟
性：

人
類
の
社
会
の
仕
組
み
は
静
的
な
も
の
で
は
な
く
、
生
物
学
の
比
喩
を
使
っ
てＡ「
有
機
的
」秩
序
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
に
、
社
会
の
実
態
は
親
密
圏
か
ら
国
家
、
世
界
市
場
に
い
た
る
、
公
的
、
私
的
な
社
会
関
係
が
も
つ
れ
合
っ
て
構
成
さ
れ
る
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
精
密
機
械
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
法
律
や
規
範
は
、
社
会
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
自
然
法
則
と
違
い
、
個
人
は
そ
れ
ら
に
反
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
規
範
は
個
人
の
行
動
を
規
律
し
て
行
動
の
均
衡
状
態
を
も
た
ら
す
が
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
個
人
が
行
動
で
き
る
こ
と
が
、

新
し
い
秩
序
の
源
泉
と
な
る
。
社
会
関
係
は
個
人
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
（
ウ
）イ

ジ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
現
生
人
類
は
、

社
会
を
自
在
に
変
化
さ
せ
て
外
部
の
脅
威
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
集
合
的
学
習
に
よ
る
適
応：

知
的
生
命
で
あ
る
人
類
は
、
先
を
読
ん
で
自

ら
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
度
な
知
的
能
力
を
有
す
る
動
物
以
外
の
、
通
常
の
生
命
の
環
境
変
動
へ
の
適
応
は
、
遺
伝
子
の
変
化
と

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
身
体
構
造
と
行
動
の
変
異
が
自
然
選
択
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
新
し
い
適
応
方
法
を
生
む
と

い
う
か
た
ち
で
進
行
す
る
。
深
刻
な
問
題
で
あ
る
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
耐
性
菌
の
出
現
も
、
多
量
の
抗
生
物
質
が
存
在
す
る
環
境
下
で
、
た
ま
た
ま

そ
れ
に
耐
性
を
持
っ
た
変
異
体
が
生
き
残
り
、
ハ
ン
（
エ
）シ

ョ
ク
す
る
と
い
う
、
自
然
選
択
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
病
原
菌
が

意
図
的
に
行
っ
た
合
理
的
な
進
化
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
通
常
の
生
命
の
適
応
は
事
後
適
応
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で
あ
り
、「Ｂ
事
後
的
な
合
理
性
」で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
類
は
結
果
を
事
前
に
予
測
し
、
そ
れ
に
対
し
て
自
身
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る「
事
前
適
応
」

の
高
い
能
力
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
通
常
知
性
と
呼
ば
れ
る
。
人
類
は
知
識
に
基
づ
い
て
危
機
に
対
処
し
た
り
、
そ
れ
を
事
前
に
感
知
し
て
対
応
す

る
。こ

の
よ
う
に
お
そ
ら
く
多
く
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
ホ
モ
属
と
し
て
唯
一
生
き
残
っ
て
き
た
現
生
人
類
の
適
応
能
力
は
、
き
わ
め
て
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。
進
化
生
物
学
者
は
気
候
変
動
や
過
度
の
土
地
利
用
に
よ
る
塩
害
や
資
源
の
枯
渇
、
さ
ら
に
は
火
山
（
オ
）フ

ン
カ
や
疫
病
な
ど
を
大
き
な
制
度
や
社

会
の
崩
壊
の
原
因
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
外
的
な
脅
威
を
社
会
の
柔
軟
な
変
化
や
知
識
と
技
術
に
よ
っ
て
平
然
と
乗
り
切
っ
た
り
、

森
林
資
源
の
枯
渇
を
非
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
契
機
と
し
た
初
期
近
代
経
済
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
飛
躍
の
き
っ
か
け
と
し
た
例
も
数
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
環
境
危
機
が
人
類
の
適
応
の
脅
威
と
な
る
の
は
、

ⅰ

だ
ろ
う
。

実
際
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
、
政
治
の
困
難
な
局
面
の
下
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
生
じ
た
こ
と
が
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
非
常
に
難
し
く
し
て
い
る
。＊
1現

在

の
と
こ
ろ
有
効
な
医
学
的
対
処
法
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
疫
病
の
原
因
で
あ
る
個
人
間
の
物
理
的
交
渉
を
抑
制
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
が
、

そ
れ
は
経
済
活
動
を
収
縮
さ
せ
る
。
実
体
経
済
が
堅
調
で
あ
り
、
高
い
成
長
率
を
安
定
し
て
記
録
し
、
企
業
財
務
が
健
全
で
公
的
債
務
も
小
さ
い
な

ど
、
市
場
経
済
が「
健
全
」な
状
態
に
あ
る
の
な
ら
、
国
際
協
調
に
基
づ
き
、
一
時
的
な
経
済
の
縮
小
をＣ
甘
受
し
て
、
戦
時
経
済
並
み
の
大
規
模
な
財
政

出
動
を
行
い
社
会
生
活
の
崩
壊
を
食
い
止
め
な
が
ら
、
効
果
的
な
対
処
法
を
見
つ
け
る
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態

な
ら
、
治
療
法
や
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

Ⅰ

対
策
が
完
成
す
れ
ば
、
経
済
の「
Ⅴ
字
回
復
」が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
現
状
は
そ
う
で
は
な
い
。
実
体
経
済
面
で
は
前
世
紀
末
か
ら
西
欧
や
日
本
で
顕
著
に
な
っ
た
先
進
工
業
国
の
低
成
長
化
と
、
そ
れ
を
補
っ
て

き
た
新
興
国
中
国
・
イ
ン
ド
経
済
な
ど
の
減
速
、
貨
幣
経
済
の
面
で
は
、
世
界
金
融
制
度
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
回
復
で
き
ず
、
金
融
当
局
の

自
由
経
済
と
し
て
は
異
常
な
政
策
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
よ
う
や
く
機
能
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
、
世
界
経
済
の
対
応
能
力
は
制
約
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
権
な
ど
が
も
た
ら
す
世
界
政
治
の
混
乱
が
、
国
際
協
調
を
難
し
く
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
対
策
が
か
つ
て
な
い
規
模
の
不
況
を
生
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
巨
額
の
財
政
出
動
が
、
国
家
、
企
業
の
負
債
を

さ
ら
に
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
て
金
融
市
場
の

Ⅱ

性
を
高
め
る
の
で
、
デ
フ
レ
危
機
、
イ
ン
フ
レ
危
機
の
双
方
が
想
定
で
き
る
。
対
応
を
誤
れ
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ば
、
こ
の
危
機
は
文
字
通
り
戦
後
最
大
の
危
機
に
発
展
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
と
い
え
よ
う
。

Ｄ
経
済
学
者
は
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
の
が
得
意
で
あ
る
。
か
つ
て
バ
ブ
ル
の
崩
壊
時
に
は
、
実
体
経
済
が
堅
調
な
の
で
大
し
た
問
題
で
は
な
い
と
い

う
議
論
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
あ
と
日
本
は「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」に
突
入
し
た
。
同
様
に
高
度
経
済
成
長
末
期
に
は
、
資
本
主
義
は
ケ
イ
ン
ズ
主

義
に
よ
っ
て
不
況
を
克
服
し
た
と
し
て
、
社
会
学
者
・
評
論
家
の
清
水
幾
太
郎
ま
で
が
巻
き
こ
ま
れ
て「
未
来
学
」と
い
う
学
問
を
提
唱
し
、
明
る
い
未

来
を
統
計
学
の＊
2外

挿
法
で
予
測
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
未
来
学
の
登
場
後
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
続
き
、
先
進
工
業
国
は
低
成
長

経
済
に
入
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
好
況
時
に
は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る「
第
三
の
産
業
革
命
」に
よ
っ
て
景
気
循
環
は
終
わ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
が
台
頭
し
た
が
、
直
後
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
襲
い
、
世
界
大
恐
慌
に
匹
敵
す
る
と
さ
え
言
わ
れ
た
金
融
危
機
が
訪
れ
た
。
金
融
当
局
の

強
力
な
介
入
に
よ
っ
て
好
況
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
現
在
の
金
融
市
場
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ（
現
代
貨
幣
理
論
）が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
経
済
学
の＊
3ミ

ふ
く
ろ
う

ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
は
じ
つ
は
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
で
あ
り
、
飛
び
立
つ
時
は
水
平
線
上
に
嵐
が
迫
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
つ
て
経
済
理
論
家
・
学
史
家
で
あ
り
つ
つ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
広
く
活
躍
し
た
宮
崎
義
一
は
、
晩
年
に
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
着
目
し
、
当
時
の
実

体
経
済
堅
調
論
を
批
判
し
て
、Ｅ「
複
合
不
況
」と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
危
機
の
深
刻
さ
を
警
告
し
た
。
製
造
業
が
中
心
と
な
っ
た
高
度
経
済
成
長
の
経

験
も
あ
り
、
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
概
し
て
産
業
を
重
視
し
て
き
た
が
、
宮
崎
は
金
融
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
危
機
が
そ
れ
と
は
独
立
し
て
発

現
し
つ
つ
、
実
体
経
済
の
危
機
に
結
び
付
い
て
い
く
と
論
じ
、
こ
の
両
者
に
同
時
に
対
応
す
る
政
策
の
必
要
を
訴
え
た
。
そ
の
指
摘
が
ど
れ
ほ
ど
の
受

け
手
を
持
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
日
本
経
済
は「
複
合
不
況
」に
十
分
に
対
応
で
き
ず
、
そ
の
後
失
わ
れ
た
年
月
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
宮
崎
に
倣

い
本
稿
で
は
今
回
の「
コ
ロ
ナ
危
機
」を「
複
合
危
機
」と
と
ら
え
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
る
。

地
球
温
暖
化
を
中
心
と
し
た
地
球
環
境
危
機
と
、
急
激
に
増
大
す
る
世
界
の
人
口
に
対
応
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
や
食
料
な
ど
の
不
足
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
源
危
機
は
、
こ
れ
ら
を
本
稿
で
は
合
わ
せ
て
地
球
環
境
・
資
源
危
機
、
あ
る
い
は
地
球
環
境
危
機
と
呼
ぶ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の

端
緒
が
始
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
本
格
的
な
被
害
は
今
世
紀
の
中
葉
か
ら
顕
著
に
表
面
化
し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
形
態
を
と
る
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
か
か
わ
る
危
機
の
観
察
か
ら
は
、
そ
れ
が
社
会
の
内
部
の
危
機
と
環
境

か
ら
の
外
的
脅
威
が
結
び
付
い
て
発
展
す
る「
複
合
危
機
」と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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き
き
ん

農
業
経
済
で
は
天
候
不
順
が
も
た
ら
す
飢
饉
な
ど
の
自
然
の
脅
威
が
、
そ
の
ま
ま
経
済
危
機
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
貨
幣
経
済

と
工
業
社
会
は
自
然
に
直
接

①

、
自
然
か
ら
あ
る
程
度

②

経
済
シ
ス
テ
ム
を
創
造
し
た
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
工
業
を
主

導
的
な
部
門
と
す
る
近
代
経
済
に
つ
い
て
も
、
外
的
要
因
が
大
き
く
働
く
農
業
経
済
モ
デ
ル
に
従
っ
て
、
Ｗ
・
Ｓ
・
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
よ
う
に
自
然

（
太
陽
活
動
の
変
化
が
気
象
異
変
を
も
た
ら
し
て
農
業
生
産
に
打
撃
を
与
え
る
）に
危
機
の
原
因
を
求
め
た
者
も
あ
る
が
、
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
、
Ｊ
・
Ａ
・

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
、
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
な
ど
代
表
的
な
資
本
主
義
の
批
評
者
た
ち
は
、
資
本
主
義
の
危
機
は
内
因
性
で
あ
る
と
考
え
た
。
世
界
恐
慌

の
よ
う
に
、
貨
幣
経
済
に
お
け
る
需
要
と
供
給
の
不
均
衡
の
累
積
と
そ
の
暴
力
的
な
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
近
代
経
済
の
危
機
は
シ
ス
テ
ム
の
内

部
か
ら
生
ま
れ
る
。
現
在
の
危
機
も
先
進
工
業
国
の
実
体
経
済
と
金
融
市
場
に
一
つ
の
要
因
を
持
つ
内
因
性
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
こ
の
状
況
下

に
あ
る
世
界
経
済
を
襲
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
球
環
境
危
機
は
、
外
因
性
の
自
然
の
脅
威
が
、
内
因
性
の
危
機
に
よ
っ
て

Ⅱ

化
し
、
適

ふ
く
そ
う

応
力
を
弱
め
た
社
会
を
襲
う
と
い
う
形
で
、
外
因
と
内
因
が
輻
輳
し
合
うＦ
複
合
危
機
と
し
て
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
長
尾
伸
一「
複
合
危
機
と
資
本
主
義
の
未
来
」に
よ
る
）

（
注
）
＊
1現

在
の
と
こ
ろ
―
―
こ
の
文
章
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

＊
2外

挿
法
―
―
分
か
っ
て
い
る
数
値
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
デ
ー
タ
の
範
囲
外
の
数
値
を
予
測
す
る
方
法
。

＊
3ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
は
じ
つ
は
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
で
あ
り
―
―
欧
米
に
お
い
て
古
来
、
梟
は
知
恵
の
象
徴
、
ア
ル
バ
ト
ロ
ス（
ア
ホ
ウ
ド
リ
）は

不
吉
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
は
知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
ロ
ー
マ

神
話
の
女
神
で
梟
と
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

1

〜

5

（
ア
）
バ
イ
ヨ
ウ

1

ａ

入
場
券
の
テ
ン
バ
イ
を
禁
じ
る

ｂ

感
染
症
を
バ
イ
カ
イ
す
る
虫

ｃ

損
害
バ
イ
シ
ョ
ウ
金
を
支
払
う

ｄ

ニ
ュ
ウ
バ
イ
の
時
期
を
迎
え
る

ｅ

サ
イ
バ
イ
漁
業
に
転
換
す
る

（
イ
）
セ
イ
コ
ウ

2

ａ

コ
ウ
ザ
イ
相
半
ば
す
る
評
価

ｂ

コ
ウ
ガ
ク
心
が
豊
か
な
若
者

ｃ

物
理
学
を
セ
ン
コ
ウ
す
る

ｄ

犯
人
の
コ
ウ
ミ
ョ
ウ
な
手
口

ｅ

学
問
の
進
歩
に
コ
ウ
ケ
ン
す
る

（
ウ
）
イ
ジ

3

ａ

応
募
要
件
の
イ
サ
イ
を
伝
え
る

ｂ

明
治
イ
シ
ン
の
経
緯
を
学
ぶ

ｃ

芸
術
は
人
間
の
尊
い
エ
イ
イ
だ

ｄ

先
輩
に
イ
ケ
イ
の
念
を
抱
く

ｅ

会
社
に
残
る
よ
う
イ
リ
ュ
ウ
す
る

― 5 ―



（
エ
）
ハ
ン
シ
ョ
ク

4

ａ

大
会
の
記
念
に
シ
ョ
ク
ジ
ュ
式
を
行
う

ｂ

キ
ョ
シ
ョ
ク
を
廃
し
、
質
素
に
暮
ら
す

ｃ

将
来
を
シ
ョ
ク
ボ
ウ
さ
れ
て
い
る
青
年

ｄ

新
興
国
が
シ
ョ
ク
サ
ン
興
業
に
努
め
る

ｅ

疑
惑
を
フ
ッ
シ
ョ
ク
す
べ
く
会
見
す
る

（
オ
）
フ
ン
カ5

ａ

巨
大
な
岩
を
フ
ン
サ
イ
す
る

ｂ

監
督
が
選
手
を
フ
ン
キ
さ
せ
る

ｃ

あ
の
発
表
は
フ
ン
パ
ン
も
の
だ

ｄ

コ
フ
ン
の
埋
葬
者
を
同
定
す
る

ｅ

隣
国
と
フ
ン
ソ
ウ
が
勃
発
す
る

問
2

傍
線
部
Ａ「『
有
機
的
』秩
序
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が「
有
機
的
」で
あ
る
と
い
う
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

6

ａ

生
物
個
体
が
外
的
危
機
に
対
処
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
の
と
同
様
に
、
人
類
社
会
が
外
部
の
脅
威
へ
の
対
処
法
を
備
え
て
い
る
点
。

ｂ

社
会
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
逸
脱
後
の
新
し
い
秩
序
の
形
成
が
社
会
を
変
化
さ
せ
て
き
た
と
い
う
点
。

ｃ

人
類
の
社
会
の
仕
組
み
が
、
常
に
均
衡
状
態
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
外
部
の
脅
威
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
で
変
化
を
重
ね
て
い
る
点
。

ｄ

人
類
社
会
が
、
様
々
な
位
相
の
社
会
関
係
の
複
合
的
な
構
成
体
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
変
化
し
続
け
て
い
る
点
。

ｅ

人
類
社
会
は
精
密
機
械
の
よ
う
に
強
固
で
は
な
く
、
周
囲
の
環
境
に
適
応
し
続
け
て
き
た
生
物
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
備
え
て
い
る
点
。
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問
3

傍
線
部
Ｂ「
事
後
的
な
合
理
性
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

7

ａ

人
類
が
作
っ
た
抗
生
物
質
で
も
死
な
な
い
耐
性
菌
が
生
じ
る
よ
う
に
、
生
物
進
化
は
環
境
変
化
に
適
応
す
る
形
で
起
き
る
と
い
う
こ
と
。

ｂ

生
物
の
進
化
は
人
類
の
種
々
の
適
応
の
よ
う
に
急
激
で
な
く
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
経
過
し
な
い
と
説
明
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

ｃ

環
境
に
偶
然
適
応
し
た
生
物
が
生
き
残
っ
た
結
果
か
ら
遡
る
と
、
こ
の
変
異
が
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

ｄ

生
物
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
滅
亡
し
た
種
の
数
が
環
境
変
動
に
適
切
に
対
応
し
た
種
の
数
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

ｅ

知
性
を
備
え
て
い
な
い
生
物
の
環
境
変
動
へ
の
対
応
は
、
適
切
で
は
あ
っ
て
も
必
然
的
に
変
動
の
発
生
後
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

　問
4

空
欄

ⅰ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

8

ａ

社
会
の
適
応
力
が
衰
退
し
た
時
に
外
的
危
機
が
訪
れ
る
た
め

ｂ

従
来
の
知
見
が
役
に
立
た
な
い
危
機
が
訪
れ
て
し
ま
っ
た
時

ｃ

現
生
人
類
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
か
ら
す
る
と
ま
れ
な
出
来
事

ｄ

新
し
い
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
伝
播
の
問
題
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

ｅ

脅
威
で
あ
る
こ
と
が「
事
後
的
」に
決
ま
る
と
い
う
よ
い
例
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問
5

傍
線
部
Ｃ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

9

ａ

逆
に
利
用
し
て
し
ま
い

ｂ

大
ご
と
と
捉
え
な
い
で

ｃ

逆
ら
わ
ず
に
対
応
し
て

ｄ

積
極
的
に
評
価
し
て

ｅ

好
機
だ
と
理
解
し
て

　問
6

空
欄

Ⅰ

・

Ⅱ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
な
お
、
二
つ
あ
る

Ⅱ

に
は
同
じ
語
が
入
る
。
Ⅰ

10

・
Ⅱ

11

Ⅰ

ａ

経
済
的

ｂ

簡
易
的

ｃ

強
制
的

ｄ

革
新
的

ｅ

抜
本
的

ぜ
い
じ
ゃ
く

ふ
び
ゅ
う

Ⅱ

ａ

蓋
然

ｂ

脆
弱

ｃ

互
換

ｄ

不
謬

ｅ

流
動
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問
7

傍
線
部
Ｄ「
経
済
学
者
は
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
の
が
得
意
」と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

⑴
「
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
の
が
得
意
」に
関
し
て
、「
前
人
が
陥
っ
た
の
と
同
じ
失
敗
を
後
人
が
す
る
」と
い
う
意
味
で
あ
る
次
の
言
葉
の
空
欄

に
入
る
漢
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

12

同
じ

を
踏
む

あ
ぜ

た
た
ら

て
つ

わ
ら

む
し
ろ

ａ

畔

ｂ

踏
鞴

ｃ

轍

ｄ

藁

ｅ

筵

⑵

筆
者
が
こ
こ
で
言
う
、「
経
済
学
者
は
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

13

ａ

世
界
各
国
に
経
済
危
機
の
勃
発
と
解
決
の
事
例
が
あ
る
の
に
そ
の
共
有
を
怠
り
、
経
済
危
機
が
歴
史
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ｂ

実
体
経
済
の
危
機
を
金
融
制
度
の
改
革
で
乗
り
越
え
は
す
る
が
、
そ
の
改
革
が
不
完
全
な
た
め
経
済
危
機
が
何
度
も
起
き
て
い
る
こ
と
。

ｃ

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
達
成
し
た
現
在
、
現
代
貨
幣
理
論
と
い
う
確
証
性
の
な
い
理
論
を
提
唱
し
始
め
て
い
る
こ
と
。

ｄ

あ
る
時
代
の
経
済
状
況
を
学
問
的
見
地
か
ら
好
況
と
判
断
す
る
が
、
そ
の
後
不
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ｅ

経
済
危
機
と
い
う
嵐
に
何
度
襲
わ
れ
て
も
、
学
問
的
な
立
場
を
堅
持
す
る
た
め
に
楽
観
的
な
見
解
を
提
示
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
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問
8

傍
線
部
Ｅ「『
複
合
不
況
』と
い
う
概
念
」と
あ
る
が
、
宮
崎
義
一
の
提
唱
し
た「
複
合
不
況
」の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

14

ａ

日
本
の
実
体
経
済
と
金
融
経
済
が
互
い
に
相
反
す
る
景
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

ｂ

金
融
経
済
に
は
デ
フ
レ
危
機
と
イ
ン
フ
レ
危
機
の
両
者
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
。

ｃ

実
体
経
済
と
金
融
経
済
の
両
者
が
抱
え
る
危
機
に
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
。

ｄ

バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
金
融
経
済
に
影
響
を
与
え
て
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
こ
と
。

ｅ

金
融
経
済
に
お
け
る
危
機
が
実
体
経
済
の
危
機
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
。

問
9

空
欄

①

・

②

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

15
ａ

①

介
入
し
な
い

②

独
立
し
た

ｂ

①

依
存
し
な
い

②

自
律
し
た

ｃ

①

帰
属
し
な
い

②

解
放
さ
れ
た

ｄ

①

圧
迫
さ
れ
な
い

②

分
岐
し
た

ｅ

①

負
託
さ
れ
な
い

②

打
ち
勝
っ
た
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問
10

傍
線
部
Ｆ「
複
合
危
機
」と
あ
る
が
、
筆
者
は「
複
合
」の
語
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

16

ａ

実
体
経
済
の
危
機
と
い
う
外
的
要
因
と
金
融
経
済
の
危
機
と
い
う
内
的
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
。

ｂ

資
源
危
機
と
い
う
外
的
脅
威
に
加
え
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
健
康
に
害
を
な
す
内
的
脅
威
に
同
時
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
。

ｃ

資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
外
部
か
ら
襲
っ
て
く
る
危
機
と
内
部
に
起
因
す
る
危
機
と
に
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
。

ｄ

天
候
不
順
な
ど
自
然
が
も
た
ら
す
外
因
性
の
脅
威
に
農
業
経
済
の
打
撃
と
い
う
内
因
性
の
脅
威
が
合
わ
さ
る
こ
と
。

ｅ

資
本
主
義
社
会
内
部
の
危
機
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
環
境
・
資
源
・
疫
病
の
よ
う
な
外
部
的
危
機
が
起
こ
る
こ
と
。
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�
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中
南
米
に
生
息
す
る
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
は
、
動
物
の
血
を
三
日
間
吸
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
餓
死
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
彼
ら
は
、
飢
え
て
死
に

か
け
た
仲
間
に
自
分
の
吸
っ
た
血
を
（
ア
）ハ

い
て
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
今
度
は
自
分
が
餓
死
す
る
危
険
度
が
上
が
る
の
に
、
血
縁

関
係
が
な
い
相
手
を
ど
う
し
て
救
お
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉理
論
で
あ
る
。
仲
間
を
救
っ
て
お
け
ば
、
今
度
は
自
分
が
飢
え
た
と
き
に
救
っ

て
も
ら
え
る
と
い
う
恩
恵
を
当
て
に
し
た
行
動
な
の
だ
。
自
己
保
存
と
い
う
利
己
的
な
目
的
の
た
め
に
、
自
分
の
身
を
犠
牲
に
す
る
利
他
的
な
行
動
を

取
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
、
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
は
お
互
い
に
血
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
救
っ
た
相
手
か
ら
お
返
し
を
受
け
る
こ
と
が
、

明
ら
か
に
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
存
率
が
高
ま
る
の
で
、
進
化
の
過
程
で
こ
の
よ
う
な
行
動
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

成
り
立
つ
た
め
に
は
、
仲
間
に
血
を
与
え
な
い
コ
ウ
モ
リ
は
救
わ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。
一
方
的
に
自
分
だ
け
が
血
を
も
ら
っ
て
い
れ
ば
一
時
的
に
は

生
存
率
が
高
ま
る
の
で
、
放
っ
て
お
け
ば
そ
ん
な
自
分
勝
手
な
コ
ウ
モ
リ
だ
ら
け
に
な
っ
て
、
結
局
は
自
分
勝
手
な
コ
ウ
モ
リ
を
も
含
め
た
全
員
の
生

存
率
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
ズ
ル
を
す
る
コ
ウ
モ
リ
に
は〈
罰
〉を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉を
保
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Ａ
最
新
の
進
化
理
論
で
は
、
こ
れ
が〈
道
徳
感
情
〉の
第
一
歩
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

あ

人
間
の
場
合
は
、
他
の
生
物
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、
血
縁
者
以
外
へ
の
利
他
的
行
動
が
多
い
。
今
後
二
度
と
逢
う
こ
と
は
な
い
、

①

の
お
返
し
は
望
み
よ
う
も
な
い
相
手
に
も
親
切
に
す
る
こ
と
が
（
イ
）ヒ

ン
パ
ン
に
あ
る
。

は
る

こ
れ
は
、
人
間
は
言
葉
や
文
化
を
持
つ
の
で
、
単
純
な〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉よ
り
遥
か
に
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る〈
間
接
互
恵
性
〉が
働
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
評
判
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
巡
り
巡
っ
て
恩
恵
が
返
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
互
恵
に
反
す
る
行
動
を
取
る
者
へ
の
監
視
や
罰
は
、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
に
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
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に
、
人
間
は
不
正
に
敏
感
に
反
応
す
る
こ
と
が
各
種
の
実
験
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
自
分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
場
合
で
な
く
と
も
、
さ
ら

に
自
分
が
損
を
し
て
さ
え
、
不
正
を
行
う
者
を
罰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
。

た
と
え
ば
、
千
円
を
Ａ
が
分
配
し
て
Ｂ
が
受
け
入
れ
る
か
拒
否
す
る
か
と
い
う
実
験
を
行
う
と
す
る
。
五
〇
〇
円
ず
つ
な
ら
当
然
Ｂ
は
受
け
入
れ
る

が
、
Ａ
が
七
五
〇
円
以
上
で
Ｂ
が
二
五
〇
円
以
下
と
い
う
割
合
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
が
拒
否
す
る
結
果
と
な
る
。
拒
否
す
る
と
両
者
と
も
受
け
取
り
は

0
円
な
の
で
、
Ｂ
も
損
を
す
る
の
だ
が
、
損
を
し
て
も
公
正
に
反
す
る
Ａ
を
罰
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
理
屈
で
は
な
く
、
感
情
が
そ
の
よ
う
な
行

動
を
人
間
に
取
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
に
拒
否
権
は
な
く
、
第
三
者
の
Ｃ
が
手
持
ち
の
金
を
出
す
と
不
公
正
な
Ａ
が
そ
の
三
倍
の
罰
金
を
払
う
と
い
う
別
の
実
験
を
し
て
み
る
と
、
さ
ら

に
興
味
深
い
結
果
と
な
る
。

ⅰ

ま
っ
た
く
金
を
出
さ
な
い
Ｃ
役
も
い
る
が
、
半
数
以
上
は
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。

損
を
し
て
ま
で
不
公
正
者
に
罰
を
与
え
る
瞬
間
の
脳
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
と
、
背
側
線
条
体
と
い
う
部
分
の
活
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動

が
、
満
足
感
を
与
え
る
よ
う
に
脳
が
反
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ひ
と
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

人
間
の
場
合
は〈
間
接
互
恵
性
〉に
よ
っ
て
自
己
の
生
存
率
が
高
ま
る
の
で
、
進
化
の
過
程
で
こ
の
よ
う
な
行
動
と
感
情
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ

ご
う
ご
う

る
。「
市
民
の
間
に
盛
り
上
が
るＢ
囂
々
た
る
空
気
」は
、
人
類
進
化
の
結
果
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
（
ウ
）ヒ

ソ
ん
で
い
る
。〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉な
ら
、
こ
の
実
験
の
よ
う
に
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
報
復

は
簡
単
だ
が
、〈
間
接
互
恵
性
〉は
目
に
見
え
な
い
部
分
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
そ
う
単
純
で
は
な
い
の
だ
。〈
評
判
〉と
い
う
の
は
、
記
憶
と
言
語
に
よ
っ

て
広
ま
る
の
で
、
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

う
そ

他
の
生
物
で
も
音
声
や
匂
い
で
信
号
を
交
わ
し
合
い
、
と
き
に
は
意
識
的
に
嘘
の
情
報
を
流
す
こ
と
さ
え
あ
る
が
、

Ⅰ

人
間
の
言
語
や
文

化
活
動
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
人
間
は
因
果
関
係
の
推
論
能
力
が
発
達
し
た
。

人
間
が
他
者
の
喜
び
や
悲
し
み
の
原
因
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
良
き
行
動
を
し
た
者
に
報
酬
を
与
え
る〈
間
接
互
恵
性
〉の
た
め
。

つ
な

Ⅱ

、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
他
人
を
喜
ば
せ
て
、
将
来
の
自
分
の
報
酬
に
繋
が
る
か
を
知
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
実
験
な
ど

を
見
て
も
、
不
正
を
発
見
し
て
罰
す
る
こ
と
へ
の
比
重
が
、
進
化
上
は
大
き
い
と
も
思
わ
れ
る
。
科
学
を
発
展
さ
せ
た
人
間
の
因
果
関
係
の
推
論
能
力
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が
、
じ
つ
は
人
を
罰
す
る
た
め
に
備
わ
っ
た
能
力
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
本
来
、
中
立
的
な
は
ず
の「

②

」と
い
う
言
葉
が
、
良
い
意

味
よ
り
も
、
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
罰
が
当
た
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
はＣ
示
唆
的
で
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、〈
共
感
〉は
他
者
の
喜
び
や
悲
し
み
の
原
因
を
理
解
す
る
た
め
、
因
果
関
係
の
推
論
の
た
め
に
、
人
間
に
備
わ
っ
た
能
力
な
の
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
発
達
し
よ
う
が
、
因
果
関
係
の
推
論
に
は
ど
う
し
て
も
錯
誤
が
混
じ
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、〈
共
感
〉に
よ
っ
て
因
果
関
係

ゆ
が

え
ん
ざ
い

の
推
論
が
歪
ま
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。

Ⅲ

、
冤
罪
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

お

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
二
五
〇
年
前
に
著
し
た『
道
徳
感
情
論
』に
於
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
よ
う
や
く
定
説
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
最
新
の
進
化

生
物
学
理
論
を
完
璧
に
先
取
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、Ｄ
そ
の
遥
か
先
ま
で
す
で
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、〈
公
平
な

観
察
者
〉だ
。

め

自
己
の
利
害
を
超
え
た
見
地
か
ら
の
（
エ
）ド

ウ
サ
ツ
力
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は〈
世
間
の
眼
〉の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
同
じ
く
客
観
的
に
自
己
を

見
詰
め
る
意
味
な
が
ら
、
観
客
の
眼
を
意
識
し
て
い
る
世
阿
弥
の〈
離
見
の
見
〉と
は
違
う
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
こ
の

③

的
理
論
を
説
明
す
る
た
め
に
冤
罪
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
無
実
の
罪
で
死
刑
と
な
っ
た
人
物
は
、
死
と
い
う

お
そ

恐
ろ
し
い
運
命
よ
り
も
、
誤
っ
た
罪
と
と
も
に
己
が
記
憶
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
と
彼
は
説
く
。
死
刑
ほ
ど
重
大
で
は
な
く
と
も
、
誤
解
か
ら
非
難
を

浴
び
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
日
常
生
活
に
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
を
気
に
病
む
の
は
、〈
間
接
互
恵
性
〉を
成
り
立
た
せ
る〈
評
判
〉に
喜
び
を

感
じ
る
よ
う
に
進
化
し
た
人
間
感
情
の
本
性
で
あ
る
。

い

し
か
し
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
そ
こ
で
世
間
に
服
従
し
て
し
ま
う
の
は〈
弱
い
人
〉だ
と
云
う
。
世
間
の
人
々
と
い
う
の
は
間
違
え
る
こ
と
も
多
い

の
で
、〈
賢
明
な
人
〉は
世
間
か
ら
受
け
る「
賞
賛
や
非
難
」そ
の
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
本
質
的
な「
真
に
賞
賛
や
非
難
に
値
す
る
か
ど
う
か
」を
基
準

に
行
動
す
る
と
云
う
の
だ
。

ふ
か
ん

う
ち

そ
の
た
め
に
、
自
己
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
利
益
を
も
超
越
し
た
、
す
べ
て
を
俯
瞰
し
て
見
る〈
公
平
な
観
察
者
〉を
自
分
の
胸
の
裡
に
持

つ
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。〈
公
平
な
観
察
者
〉が「
賞
賛
や
非
難
に
値
す
る
か
ど
う
か
」を
判
断
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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世
間
の
人
々
の
判
定
は
一
審
に
し
か
過
ぎ
ず
、〈
公
平
な
観
察
者
〉に
よ
る
二
審
の
ほ
う
が
上
な
の
で
、〈
賢
明
な
人
〉で
あ
る
た
め
に
は
必
ず
そ
の
上

級
審
に
控
訴
し
な
い
と
い
け
な
い
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
云
う
の
だ
。

（
管
賀
江
留
郎『
道
徳
感
情
は
な
ぜ
人
を
誤
ら
せ
る
の
か

冤
罪
、
虐
殺
、
正
し
い
心
』に
よ
る
）

問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
エ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

17

〜

20

（
ア
）
ハ
い
て

17

ａ

混
合
液
を
ロ
ウ
ト
で
こ
す

ｂ

道
に
迷
い
ト
ホ
ウ
に
暮
れ
る

ｃ

偽
ら
ざ
る
心
情
を
ト
ロ
す
る

ｄ

薬
剤
を
皮
膚
に
ト
フ
す
る

ｅ

友
へ
の
ト
シ
ン
に
か
ら
れ
る

（
イ
）
ヒ
ン
パ
ン

18

ａ

ケ
イ
ヒ
ン
工
業
地
帯

ｂ

ヒ
ン
コ
ン
問
題
へ
の
対
策

ｃ

使
用
ヒ
ン
ド
の
低
い
靴

ｄ

ラ
イ
ヒ
ン
を
も
て
な
す

ｅ

ジ
ョ
ウ
ヒ
ン
な
人
物

―15―

※

現
在
は
﹃
冤
罪
と
人
類
　
道
徳
感
情
は
な
ぜ
人
を
誤
ら
せ
る
の
か
﹄
と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
て

　
早
川
書
房
か
ら
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒



（
ウ
）
ヒ
ソ
ん
で

19

ａ

事
情
を
セ
ン
サ
ク
す
る

ｂ

セ
ン
メ
イ
に
記
憶
す
る

ｃ

セ
ン
レ
イ
を
受
け
る

ｄ

セ
ン
プ
ク
期
間
を
過
ぎ
る

ｅ

選
手
セ
ン
セ
イ
を
行
う

（
エ
）
ド
ウ
サ
ツ

20

ａ

猫
の
ド
ウ
コ
ウ
が
開
く

ｂ

ジ
ド
ウ
書
を
編
集
す
る

ｃ

ド
ウ
メ
ダ
ル
を
も
ら
う

ｄ

ド
ウ
ク
ツ
を
探
検
す
る

ｅ

ド
ウ
タ
イ
を
損
傷
す
る
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問
2

傍
線
部
Ａ「
最
新
の
進
化
理
論
で
は
、
こ
れ
が〈
道
徳
感
情
〉の
第
一
歩
だ
と
い
う
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
い
た

い
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

21

ａ

チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
行
う
罰
は
安
定
し
た
社
会
を
保
つ
た
め
の
合
理
的
な
行
動
で
あ
り
、
人
間
の
行
動
心
理
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。

ｂ

チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
行
動
は
人
間
の
損
得
を
度
外
視
し
た
行
動
に
比
べ
る
と
打
算
的
な
点
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
分
道
徳
的
な
面
が
小
さ
い

と
い
う
こ
と
。

ｃ

人
間
も
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
も
自
ら
の
欲
求
を
実
現
す
る
た
め
に
利
他
的
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
多
い
が
、
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
は
そ
の
範
囲
が

欲
求
に
応
じ
て
狭
い
と
い
う
こ
と
。

ｄ

人
間
は
恩
恵
の
有
無
に
限
ら
ず
利
他
的
な
行
動
を
取
る
の
に
対
し
、
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
利
他
的
な
行
動
の
背
後
に
は
必
ず
恩
恵
の
存
在
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

ｅ

チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
行
動
は
他
者
へ
の
罰
を
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
人
間
の
行
動
は
他
者
へ
の
正
義
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
優
位

性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
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問
3

空
欄

①

〜

③

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

22
ａ

①

直
接

②

因
果
応
報

③

画
期

ｂ

①

将
来

②

弱
肉
強
食

③

伝
統

ｃ

①

直
接

②

弱
肉
強
食

③

画
期

ｄ

①

将
来

②

弱
肉
強
食

③

画
期

ｅ

①

将
来

②

因
果
応
報

③

伝
統
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問
4

空
欄

ⅰ

に
入
る
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

23

ａ

Ｃ
は
自
分
の
評
判
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｂ
を
救
い
出
す
べ
く
手
持
ち
の
金
を
差
し
出
す
の
だ
が
、
こ
の
時
に
Ｃ
の
中
で
は
間
接
互
恵
性
が
働

い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｂ

Ｃ
は
Ａ
に
対
し
て
公
正
な
分
配
を
促
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
な
い
場
合
に
罰
金
を
課
す
こ
と
を
Ａ
に
忠
告
し
て
公
正
性
を
保
と
う

と
し
た
の
で
あ
る
。ふ

く
し
ゅ
う

ｃ

Ｃ
は
後
に
Ａ
か
ら
復
讐
を
受
け
る
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
Ｂ
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
損
を
し
て
で
も
手
持
ち
の
金
を
出
す

と
い
う
行
動
を
取
る
の
で
あ
る
。

ｄ

Ｃ
は「
拒
否
権
が
な
い
」と
い
う
Ｂ
の
置
か
れ
た
不
公
平
な
立
場
に
同
情
し
、
Ａ
よ
り
も
Ｂ
の
方
の
分
配
金
が
高
く
な
る
よ
う
に
自
ら
直
接
金

を
提
供
す
る
の
だ
。

ｅ

Ｃ
は
自
分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
わ
け
で
も
な
く
、
金
を
出
す
と
損
を
す
る
だ
け
な
の
に
、
割
合
が
不
公
正
な
ほ
ど
高
い
金
額
を
出
し
て
、

不
公
正
な
者
を
罰
し
よ
う
と
す
る
。
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問
5

傍
線
部
Ｂ
・
Ｃ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｂ

24

・
Ｃ

25

ご
う
ご
う

Ｂ

囂
々
た
る

24

ａ

集
団
で
非
難
す
る
よ
う
な

ｂ

怒
り
を
内
に
秘
め
て
い
る
よ
う
な

ｃ

始
終
張
り
つ
め
て
い
る
よ
う
な

ｄ

時
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
よ
う
な

ｅ

大
き
な
音
が
響
き
わ
た
る
よ
う
な

Ｃ

示
唆25

ａ

ほ
の
め
か
し
て
い
る

ｂ

考
え
の
助
け
と
な
る

ｃ

思
い
も
よ
ら
な
い

ｄ

は
っ
き
り
し
て
い
る

ｅ

検
討
に
値
す
る
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問
6

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
Ⅰ

26

・
Ⅱ

27

・
Ⅲ

28

Ⅰ

ａ

し
た
が
っ
て

ｂ

ゆ
え
に

ｃ

や
は
り

ｄ

と
こ
ろ
で

ｅ

も
し
く
は

Ⅱ

ａ

同
じ
く

ｂ

な
ぜ
な
ら

ｃ

ま
た

ｄ

け
れ
ど
も

ｅ

さ
な
が
ら

Ⅲ

ａ

さ
ら
に

ｂ

た
だ
し

ｃ

し
か
し

ｄ

そ
こ
で

ｅ

も
っ
と
も

問
7

傍
線
部
Ｄ「
そ
の
遥
か
先
ま
で
す
で
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

29

ａ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
共
感
が
原
因
を
理
解
す
る
た
め
に
備
わ
っ
た
能
力
で
あ
る
間
接
互
恵
性
の
概
念
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
そ
う

し
た
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
ま
で
指
摘
し
て
い
た
点
で
、
最
新
の
理
論
を
越
え
た
議
論
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

と
ど

ｂ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
人
間
が
物
事
に
対
し
て
誤
っ
た
判
断
を
し
か
ね
な
い
と
い
う
性
質
を
理
解
し
て
い
た
の
に
留
ま
ら
ず
、
正
し
く
判
断

す
る
た
め
に
他
者
の
考
え
に
左
右
さ
れ
ず
に
判
断
す
る
道
を
探
っ
て
い
た
点
で
、
先
進
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ｃ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
不
正
の
発
見
や
そ
れ
を
罰
す
る
こ
と
に
満
足
感
を
持
つ
人
間
の
本
質
を
見
抜
く
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
人
間
に
気

負
い
せ
ず
真
実
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
作
法
を
説
い
た
と
い
う
点
で
、
具
体
的
な
解
決
策
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
。

ｄ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
評
判
を
気
に
す
る
人
間
が
真
実
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
う
弱
さ
を
最
初
に
見
抜
い
た
最
新
理
論
が
提
唱
さ
れ
る
以
前

に
、
そ
の
よ
う
な
弱
さ
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
真
実
に
忠
実
で
あ
る
者
を
理
想
の
人
間
と
し
た
点
で
、
先
進
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ｅ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
人
間
の
推
論
能
力
に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
を
見
抜
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
冤
罪
を
犯
す
リ
ス
ク
を
考

慮
し
て
上
級
審
に
控
訴
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
と
い
う
点
で
、
議
論
を
法
律
学
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
。
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問
8

本
文
の
読
後
に
五
人
の
生
徒
が
人
間
の
行
動
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
波
線
を
付
し
た
語
に
つ
い
て
、
本
文
の
趣
旨
と
は
異
な
る
理
解

を
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

30

ａ

生
徒
Ａ
―
電
車
の
中
で
ご
老
人
が
座
れ
ず
に
い
た
ん
だ
。
自
分
も
そ
の
時
疲
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
隣
席
の
男
性
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
席
を
譲
っ
て
あ
げ
た
よ
。
こ
れ
っ
て〈
間
接
互
恵
性
〉に
基
づ
く
行
動
な
の
か
な
。

ｂ

生
徒
Ｂ
―
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
の
ご
老
人
に
二
度
と
逢
う
可
能
性
は
低
い
し
、
Ａ
さ
ん
は
そ
の
時
一
人
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
決
し
て
自

分
の〈
評
判
〉を
気
に
し
て
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。

ｃ

生
徒
Ｃ
―
私
は
、「
今
度
は
譲
っ
て
も
ら
え
る
か
な
」な
ん
て
考
え
て
、
一
緒
に
い
る
友
人
に
席
を
譲
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
あ
る
け
ど
。〈
互

恵
的
利
他
主
義
〉に
留
ま
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
か
な
。

ｄ

生
徒
Ｄ
―
私
は
席
を
譲
る
こ
と
自
体
に
抵
抗
感
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
感
謝
さ
れ
た
い
と
か
、
冷
た
い
人
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
い
と
い
う

の
が
動
機
に
な
っ
て
い
る〈
弱
い
人
〉な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ｅ

生
徒
Ｅ
―
こ
の
場
合
に
、「
真
に
賞
賛
や
非
難
に
値
す
る
か
ど
う
か
」を
基
準
に
行
動
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
判
断
す
る〈
公

平
な
観
察
者
〉を
自
分
の
胸
の
裡
に
持
つ
の
は
と
て
も
難
し
い
よ
。

国
語
の
設
問
は
こ
こ
で
終
了
で
す
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（例） 受験番号を記入し，さらにその
下のマーク欄にマークして下さい。

3 解答用紙には，受験番号欄に受験番号5桁
を記入し，マーク欄の該当するところをマー
クしなさい。
氏名を記入してはならない。なお，記入し
た受験番号やマークが誤っている場合および
無記入の場合は，当該科目の試験が無効とな
る。

4 解答用紙に選択する科目名を記入し，マーク欄の該当するところをマークしなさ
い。なお，記入した科目名とマークが異なっている場合，および無記入の場合は，
当該科目の試験が無効となる。

科目名
英語 数学Ⅰ・数学Ａ 適性能力試験
国語 生物基礎・生物 英語・国語

化学基礎・化学 英語・数学
物理基礎・物理

5 解答は，解答用紙の解答欄にマークしなさい。マークはHB・Bの鉛筆（シャープ
ペンシル可）で濃くマークしなさい。解答用紙を折ったり曲げたりしてはならない。
例えば 2 とある表示のある問に対してｃと解答する場合は，次の（例）の
ようにマークシートの2の解答欄のｃにマークしなさい。
指定欄以外へマークした場合は解答が読み取れなくなる場合があるため，記入し
ないこと。訂正は，消しゴムできれいに消すこと。

解答
番号

解答欄
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

1 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

良い例 悪い例

（例） （マークの仕方）

6 試験終了後には，問題冊子の上に解答用紙を裏返して置きなさい。解答用紙の回
収後は監督者の指示に従うこと。

7 問題冊子は持ち帰ること。

注 意 事 項 続 き
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